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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月12日(2011.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
セキュリティシステムにおける電力使用を管理するための方法であって：
検出領域を確立するステップと；
前記検出領域における人物の検出に基づく人物検出イベントをトリガするステップと；
前記人物検出イベントのトリガに応じて、タイマーを開始させるステップと；
前記タイマーが終了するまで、タグ取り調べ信号を送信するステップと；
を含む、方法。
【請求項２】
前記人物の運動の相対方向を判定するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記相対方向が送信有効化方向にある場合、前記人物検出イベントがトリガされる、請求
項２に記載の方法。
【請求項４】
前記人物検出イベントのトリガに応じて、人物検出イベントフラグを設定するステップを
さらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
前記人物検出イベントのトリガに応じて、送信機タイマーフラグを設定するステップをさ
らに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
前記人物検出イベントは、人物が前記検出領域内の人物検出線を越えたことの検出を含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
前記人物検出線は、人物検出センサーを使用して発生される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
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前記人物検出センサーは赤外線ビームセンサーである、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
前記タイマーを所定の時間の長さに設定するステップをさらに含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項１０】
セキュリティシステムにおける電力を管理するためのシステムであって：
選択された領域に印加電磁界を生成する送信機と；
前記選択された領域を通過する人物を検出するセンサーと；
プロセッサであって、
前記検出領域における前記人物の検出に基づく人物検出イベントをトリガし、
前記人物検出イベントのトリガに応じてタイマーを開始させ、
前記タイマーが終了するまで、タグ取り調べ信号を送信する、
ように動作するプロセッサと；
を含む、システム。
【請求項１１】
前記プロセッサは、前記人物の移動の相対方向を判定するようにさらに動作する、請求項
１０に記載のシステム。
【請求項１２】
前記相対方向が送信有効化方向にある場合、前記人物検出イベントがトリガされる、請求
項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
前記プロセッサは、前記人物検出イベントのトリガに応じて、人物検出イベントフラグを
設定するようにさらに動作する、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１４】
前記プロセッサは、前記人物検出イベントのトリガに応じて、送信機タイマーフラグを設
定するようにさらに動作する請求項１０に記載のシステム。
【請求項１５】
前記人物検出イベントが、人物が前記検出領域内の人物検出線を越えたことの検出を含む
、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１６】
前記人物検出線は、人物検出センサーを使用して発生される、請求項１５に記載のシステ
ム。
【請求項１７】
セキュリティシステムのためのコンピュータ可読プログラムであって、前記プログラムを
コンピュータ上で実行すると、前記コンピュータは：
検出領域を確立するステップと；
前記検出領域における前記人物の検出に基づく人物検出イベントをトリガするステップと
；
前記人物検出イベントのトリガに応じて、タイマーを開始させるステップと；
前記タイマーが終了するまで、送信機を有効化するステップと；
を含む方法を実行する、コンピュータ可読プログラム。
【請求項１８】
前記人物の移動の相対方向を判定するステップをさらに含む請求項１７に記載のコンピュ
ータ可読プログラム。
【請求項１９】
前記相対方向が送信有効化方向にある場合、前記人物検出イベントがトリガされる、請求
項１８に記載のコンピュータ可読プログラム。
【請求項２０】
前記タイマーを所定の時間の長さに設定するステップをさらに含む、請求項１７に記載の
コンピュータ可読プログラム
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